
■磯原地区公園・磯原中央公園が充実②
■市県民税の減免、放射線量測定値③
■行政改革、休日保育・病後児保育ほか④～⑤
■児童手当、国民年金保険料の減免⑥

■元気アップ教室、水産業復興委員会発足ほか⑦
■市立総合病院の医師紹介、６月の診療体制⑧
■市民夏まつり⑨、フォトニュース⑩～⑪
■みんなのひろば⑫～⑬、お知らせ掲示板⑭～⑰
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新遊具が設置された磯原地区公園



　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

外
国
人
住
民
の
方
も
日
本
人
同
様
に
住
民

基
本
台
帳
法
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
新
し
い
制
度
の
対
象
と
な
る
方
に

　

仮
住
民
票
を
送
り
ま
す

　

対
象
と
な
る
外
国
人
住
民
の
方
を
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
す
る
た
め
、
現
在
の
外

国
人
登
録
原
票
の
情
報
を
も
と
に
、
仮
住

民
票
を
作
成
し
、
５
月
中
旬
に
本
人
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、

変
更
が
あ
る
場
合
は
６
月
22
日
㈮
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
市
民
係
（
鈴
木
、
鳥
居
塚
）

内
１
７
３

７
月
９
日
か
ら

　
　
外
国
人
の
住
民
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
同
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
磯
原
地
区
公
園
野
球
場
、

サ
ッ
カ
ー
ラ
グ
ビ
ー
場
の
４
施
設
は
、
新

設
、
改
修
の
工
事
に
伴
い
、
芝
生
の
張
り

替
え
等
を
行
い
ま
し

た
が
、
芝
生
の
育
成
の

た
め
、
10
月
31
日
ま
で

施
設
の
使
用
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
（
育
成
状
況
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
鈴
木
、
鳥
居
）
内
４
２
０

芝
生
の
育
成
に
伴
う

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

使
用
制
限
の
お
願
い

　

磯
原
駅
西
の
磯
原
中
央
公
園
で
は
、
公

園
内
の
芝
生
ゾ
ー
ン
が
６
月
か
ら
解
放
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
に
や
さ
し
い
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、
花
園
川

の
堤
防
部
分
を
磯
馴
橋
か
ら
鬼
越
橋
ま
で

の
両
岸
に
拡
大
（
③
、
④
）
し
、
若
宮
橋

の
下
に
は
河
原
沿
い
を
歩
く
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
舗
装
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
⑤
）
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
最
長
で
１
周
１
７
７
０
㍍

の
「
は
な
ぞ
の
が
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

問
都
市
計
画
課 

事
業
管
理
係

（
金
澤
、
初
田
）
内
２
８
１

　

市
民
野
球
場
わ
き
の
磯
原
地
区
公
園
に

は
大
型
遊
具
が
設
置
さ
れ
、
好
天
時
に
は
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
（
表

紙
と
①
）。
こ
の
遊
具
は
３
歳
か
ら
12
歳

児
ま
で
が
対
象
で
、
精
華
小
、
杉
の
子
幼

稚
園
の
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
り
、
４
つ
の

候
補
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
具
の
あ
る
公
園
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
の
た
め
、
隣
接
す
る
市
道
側
に

新
た
な
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

（
②
）。

■
花
園
川
両
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
拡
大

　

磯
原
中
央
公
園
（
下
）

■
新
遊
具
と
駐
車
場
を
整
備

　

磯
原
地
区
公
園
（
上
）

磯
原
地
区
公
園
・
磯
原
中
央
公
園
が
充
実

磯
原
地
区
公
園
・
磯
原
中
央
公
園
が
充
実

磯
原
地
区
公
園
・
磯
原
中
央
公
園
が
充
実
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日
立
電
線
㈱
に
勤
務
す
る
青
山
さ
ん

は
、
医
療
・
情
報
機
器
の
小
型
化
に
伴

い
求
め
ら
れ
て
い
た
超
極
細
の
銅
合
金

線
を
発
明
し
実
用
化
。
そ
の
技
術
が
超

音
波
診
断
や
内
視
鏡
に
使
わ
れ
る
ケ
ー

ブ
ル
の
小
径
化
な
ど
、
先
端
医
療
機
器

の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【黄綬褒章】
青 山  正 義 さん

（華川町）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章

７
月
８
日
㈰
は
日
曜
開
庁
を
お
休
み
し
ま
す

こ
の
日
は
、
業
務
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
の
た
め
、
休
日
窓
口
を
お
休
み

い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課
市
民
係
（
舟
生
）
内
１
７
２

①

③④⑤

②



市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
　これまでの可搬式に代わり常設
型のモニタリングポストが設置さ
れました。
４月21日～５月21日の測定値
・最大値　0.156（５月18日）
・最小値　0.141（５月7、18、19日）
■水道水の放射性物質測定
　新基準値の施行に伴い、４月か
らこれまでの浄水に加え、原水の
測定も開始しました。いずれも放
射性物質は検出されていません。
■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　磯原駅西の放射能対策プラザで
受け付けています。
問放射能対策プラザ☎㊷０４０３

測定値の単位は、すべてマイクロシーベルト／毎時です。
小学校、幼稚園、保育所など、体育施設は、地上 50cmの測定値で、
中学校、都市公園は、地上１mの測定値です。
その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

測定場所 測 定 値
５月21日

中郷第一 0.10

中郷第二 0.11

石 岡 0.13

精 華 0.11

明 徳 0.09

中 妻 0.11

華 川 0.15

関 南 0.08

大 津 0.13

平 潟 0.13

関本第一 0.11

富士ケ丘 0.09

測定場所 測 定 値
５月21日

中 郷 0.08

磯 原 0.12

華 川 0.11

常 北 0.10

関 本 0.09

測定場所 測 定 値
５月14日

石 岡
スポーツ広場 0.21

南 部
運動広場 0.18

市 民
サッカー場 工事中

市 民
野 球 場 工事中

磯原地区
テニスコート 0.10

雨情の里
スポーツ広場 0.10

雨情の里
テニスコート 0.12

関 南
ゲートボール場 0.20

大 津
スポーツ広場 0.22

北 部
運動広場 0.15

測定場所
測 定 値
５月21日

いそはら
幼 稚 園 0.06

杉 の 子
幼 稚 園 0.08

誠 之 会
幼 稚 園 0.14

旭幼稚園 0.09

測定場所
測 定 値

５月9〜 11日
汐見ケ丘
近隣公園 0.12

粟野公園 0.18

磯 原
中央公園 0.13

五 浦
第二公園 0.11

浜 道
中央公園 0.12

測定場所 測 定 値
５月16日

関 本
保 育 所 0.09
木 皿
保 育 所 0.13
み な み
保 育 園 0.09
磯 原
保 育 園 0.12
大 津
保 育 園 0.13
中 郷
保 育 園 0.14
中 郷
子どもの家 0.12
大 津
子どもの家 0.16
心身障害者
第１福祉センター 0.10
心身障害者
第2福祉センター 0.15

○小学校 ○中学校 ○屋外体育施設

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

問小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　屋外体育施設は生涯学習課　　　　内４２０
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

放射線量測定に
関するお知らせ
放射線量測定に
関するお知らせ
　４月から市内各公共施
設の放射線量測定は、毎
月１回となりました。都
市公園は市内83カ所す
べてを測定しています。
各公園の測定値はホーム
ページでごらんください。

3　広報　きたいばらき　６月号

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

■
平
成
24
年
度

　

市
県
民
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
居
住
し
て
い

た
家
屋
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
の

構
成
員
に
対
す
る
市
県
民
税
に
つ
い
て
、

税
の
納
付
を
減
免
す
る
制
度
を
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
減
免
申
請
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
提
出
さ
れ
な
い

と
減
免
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
期
限　

６
月
25
日
㈪
（
納
期
限
の

日
の
７
日
前
）
※
給
与
や
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
も
同
様
で
す
。

○
減
免
対
象
と
な
る
方　

り
災
証
明
で
居

住
し
て
い
た
家
屋
が
全
壊
・
大
規
模
半

壊
・
半
壊
の
い
ず
れ
か
の
判
定
を
受
け

た
世
帯
の
構
成
員
で
、
平
成
23
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下

の
方

※
震
災
後
に
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
は
、
震
災
当
日
に
居
住
し
て
い
た
市

町
村
が
発
行
す
る
り
災
証
明
の
内
容
で

決
定
さ
れ
ま
す
。

○
必
要
書
類

・
減
免
申
請
書　

税
務
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、居
住
家
屋
に
「
半
壊
」

以
上
の
判
定
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主

宛
て
に
事
前
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

・
解
体
証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
解
体
同

意
書
の
写
し
（
該
当
者
の
み
）
大
規
模

半
壊
ま
た
は
半
壊
と
判
定
さ
れ
た
居
住

家
屋
を
す
で
に
解
体
、
ま
た
は
今
後
解

体
す
る
こ
と
が
確
実
な
世
帯
は「
全
壊
」

と
同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
少
扶
養
控
除
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

所
得
税
に
お
い
て
、
子
ど
も
手
当
の
創

設
（
現
在
は
児
童
手
当
）
や
高
校
の
実
質

無
償
化
を
受
け
て
、
扶
養
控
除
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
市
県
民
税
も
同

様
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
変
更
と
な
る
の
は

・
手
当
の
対
象
と
な
る
16
歳
未
満
の
扶
養

親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

・
高
校
実
質
無
償
化
の
対
象
と
な
る
16
歳

以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る

特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係
（
菊
地
、
中
野
）

　

内
１
５
４
、１
５
５



　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
を
策

定
し
、「
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
」「
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
」「
市

民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
８

つ
の
重
点
項
目
を
設
定
し
、
52
の
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
を
掲
げ
て
、

平
成
25
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
23
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況
と
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
（
19
項
目
）

①
安
定
的
な
歳
入
の
確
保
（
７
項
目
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
や
有
料
広
告
事
業
の
推

進
に
努
め
、
９
６
９
万
円
の
自
主
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
改
定
を
行
っ
た

火
葬
場
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
４
２
３

万
円
を
徴
収
し
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
経
費
の
節
減
合
理
化
（
６
項
目
）

　

行
政
の
ム
ダ
の
削
減
や
効
率
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
補
助
金
の
見
直
し
基
準
等
を
策
定

し
、
市
民
の
代
表
を
交
え
て
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

③
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

　
（
６
項
目
）

　

定
員
の
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
16
人

の
職
員
を
削
減
し
、
１
億
５
０
０
万
円
を

縮
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
理
職
手
当
を
定
額
化
す
る
な

ど
、
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　
（
25
項
目
）

④
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

　
（
11
項
目
）

　

消
防
団
の
統
合
を
行
う
な
ど
、
消
防
施

設
の
適
正
配
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
施
設
等
の
管
理
の
民
間
委

託
化
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
を
可
能

と
す
る
組
織
機
構
（
６
項
目
）

　

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職
員
の
削

減
が
進
む
中
で
、
効
率
的
な
組
織
体
制
を

整
え
る
た
め
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
の
新
設
、
係
の

新
設
・
統
合
・
廃
止
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
地
方
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

　
（
２
項
目
）

　

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
病

院
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑦
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
６
項
目
）

　

各
種
証
明
書
交
付
窓
口
の
一
体
化
を
め

ざ
し
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
市
民
課
窓
口

で
税
関
係
証
明
書
の
発
行
を
行
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
巡
回
バ
ス
を
補
完
す
る
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
の
具
体
的
な
方
針
を

決
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
運
転
免
許

を
持
た
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、

１
回
あ
た
り
最
高
７
０
０
円
の
助
成
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
（
８
項
目
）

⑧
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
（
８
項
目
）

　

住
民
参
加
型
の
公
園
管
理
や
道
路
里
親

制
度
の
推
進
に
努
め
、
平
成
23
年
度
末
現

在
、
公
園
57
団
体
、
道
路
18
団
体
の
協
力

を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
推
進

し
、
新
た
に
２
団
体
の
組
織
が
設
置
さ
れ
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

* * * * * * * * * * * *

　

皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
や
す

い
協
働
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
市
民

活
動
を
担
う
団
体
の
育
成
や
活
動
の
支
援

に
努
め
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
各
種
事

業
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
組
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課 

企
画
調
整
係
（
鈴
木
）

内
２
３
１
、２
３
２
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　６月は不法投棄の監視体制が強化され、パトロールが
行われます。
　市では不法投棄監視員が監視や実態調査を行っていま
す。しかし手口が巧妙化し、震災ごみ、建築廃材、廃タ
イヤなど産業廃棄物や、一般家庭からの不法投棄が後を
絶ちません。不法投棄の解決には早期発見が重要です。
市民全員が監視の目を光らせ、不法投棄者が１人でも減
るような意識づくり、環境づくりにご協力をお願いしま
す。また、不法投棄を発見したときは県や市に通報して
ください。
・不法投棄は罰則があります　５年以下の懲役もしくは

１千万円以下の罰金に処せられます。
・土地所有者も防止義務があります　看板や柵などで不

法投棄の予防に努めてください。
・空き缶などのポイ捨ても罰則　３万円以下の罰金に処

せられます。
　なお、市民や各種団体の皆さんが、ボランティアで空
き缶回収などの環境美化活動を行うときは、事前に生活
環境課までご連絡ください。収集物を市が回収します。
問生活環境課 環境保全係（冨岡）　　　　　　内３７２
　茨城県廃棄物対策課　　 ☎０１２０- ５３６- ３８０

６月は不法投棄防止強調月間です



休
日
保
育
・
病
後
児
保
育
の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
方
法
と
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
、
休
日
保
育
、
病
後
児
保

育
を
始
め
ま
し
た
。
利
用
で
き
る
方
や
実

施
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
休
日
保
育
〉

・
目
的　

保
護
者
が
、
休
日
（
日
、
祝
）

が
仕
事
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

・
対
象　

市
内
に
在
住
し
、
市
内
保
育
園

に
通
園
し
て
い
る
児
童
で
、
保
護
者
が

休
日
も
仕
事
が
あ
り
保
育
で
き
な
い
お

子
さ
ん
。

・
実
施
場
所　

大
津
保
育
園
（
大
津
町
１

３
５
３
番
地
）
☎
㊻
５
８
１
１

・
利
用
で
き
る
日
時　

日
曜
、
祝
日
（
年

末
年
始
と
保
育
園
行
事
開
催
日
を
除

く
）
午
前
８
時
～
午
後
５
時

・
料
金　

日
額
１
０
０
０
円

・
そ
の
他　

お
弁
当
持
参

〈
病
後
児
保
育
〉

・
目
的　

病
気
の
回
復
期
に
あ
っ
て
、
集

団
生
活
が
困
難
な
時
期
の
お
子
さ
ん
を
、

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り
お

預
か
り
し
ま
す
。

・
対
象

①
市
内
に
在
住
し
、
市
内
の
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
校
（
３
年
生
ま
で
）
に
通

っ
て
い
る
児
童
で
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
お
子
さ
ん
。

②
医
師
の
診
断
を
受
け
、
病
気
回
復
期
で

あ
り
、
登
園
可
能
と
認
め
ら
れ
る
お
子

さ
ん
。（
病
中
の
お
子
さ
ん
は
対
象
外
）

・
実
施
場
所　

み
な
み
保
育
園
（
中
郷
町

足
洗
９
１
１
‐
15
）
☎
㊸
２
０
１
９

・
利
用
で
き
る
日
時　

月
～
金
曜
（
年
末

年
始
、
保
育
園
休
園
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

・
料
金　

日
額
４
０
０
円

・
そ
の
他　

定
員
は
３
人
で
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
石
井
、
中
野
）
内
１
３
２
、１
３
３

※
く
わ
し
い
利
用
方
法
等
は
、
直
接
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
納
入
通
知
書
は
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
国
保
税
の
納
入
通
知
書

は
、
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。
期
別
ご
と
の
納
付
期
限
内
に
納
付

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
以
外
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
そ
の
世
帯

に
国
保
の
被
保
険
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

○
国
保
税
は
世
帯
ご
と
に
算
出
さ
れ
ま
す

　

国
保
税
に
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
分
、
介
護
保
険
分
（
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
が
該
当
）
が
あ
り
、
被
保

険
者
数
や
被
保
険
者
の
所
得
状
況
な
ど
を

も
と
に
、
平
等
割
、
均
等
割
、
所
得
割
、

資
産
割
の
４
つ
の
項
目
で
計
算
し
、
世
帯

の
国
保
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
割
額
は
、
申
告
な
ど
の
所
得
金
額

か
ら
算
出
し
ま
す
。
ま
だ
所
得
の
申
告
を

し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。（
低
額
所
得
世
帯
に
該
当
す

る
場
合
も
、
申
告
を
し
て
い
な
い
と
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

○
低
額
所
得
世
帯
の
軽
減
措
置

　

低
額
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
の
平
等
割
額
が

７
割
か
ら
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
さ

れ
る
条
件
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

軽
減
措
置
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
世

帯
全
員
の
住
民
税
等
の
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
０

円
の
方
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

（
太
田
、
石
川
）
内
１
８
１
～
１
８
４

世帯主並びに同一世帯の
被保険者と特定同一世帯
所属者の前年中の総所得
金額等の合計

均等割額
＋

平等割額

33 万円を超えない世帯 ７割軽減

{33 万円＋ 24.5 万円×被
保険者数（世帯主を除く）}
を超えない世帯

５割軽減

{33 万円＋ 35 万円×被保
険者数 } を超えない世帯 ２割軽減
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現
在
、
ご
使
用
の
医
療
福
祉
費
受
給
者

証
（
マ
ル
福
）
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
・
重

度
障
害
の
方
の
受
給
者
証
は
、
６
月
30
日

㈯
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。
次
に
よ
り

更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ひ
と
り
親

　

所
得
確
認
が
で
き
た
方
に
は
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
。
通
知
内
容
を
確
認
し
、
市

役
所
１
階
、
保
険
年
金
課
窓
口
で
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ

る
と
申
請
月
か
ら
の
該
当
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
重
度
障
害

　

所
得
確
認
が
で
き
た
方
に
は
、
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
保
険
証
や
住

所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
険
年

金
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

所
得
確
認
が
で
き
な
い
方
（
未
申
告
や

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）
に

は
通
知
等
が
発
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
松
川
）
内
１
８
８

医
療
福
祉
費
受
給
者
証

　
　
　
更
新
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ



児
童
手
当
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
児
童
手
当

に
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
手

当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
そ
の
ま
ま
児

童
手
当
の
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

■
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
提
出
し
な
い
と
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
６
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

■
現
況
届
に
添
付
す
る
書
類
等

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
北
茨
城
市

に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
県

民
税
課
税
証
明
書

・
単
身
赴
任
等
の
理
由
で
市
外
に
在
住
す

る
児
童
を
別
居
で
監
護
し
て
い
る
方
は
、

別
居
監
護
申
立
書
及
び
児
童
に
係
る
住

民
票
謄
本

※
状
況
に
よ
り
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
に
つ
い
て

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
に
は
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
支
給
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

■
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
10
月
分
～
平
成
24
年
３
月
分

の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
申
請

期
限
が
、
９
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
申
請
を
し
て
い
な
い
と
４
月
分
以
降

の
児
童
手
当
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
お
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
10
月
１
日
現
在
で
受
給
要
件

に
該
当
す
る
方
等
が
対
象
で
す
。
新
た
に

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
他
市
町
村
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
で
申
請
を
忘
れ
て
い
た

方
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
鈴
木
）

内
１
３
２

　

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
未
納
が
続
く

と
、
老
齢
基
礎
年
金
（
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
を
含
む
）
を
は
じ
め
、
障
害
や
死
亡

な
ど
不
慮
の
事
態
の
と
き
に
支
給
さ
れ
る

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
な
時
は
、
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
減
免
制
度
の
種
類

○
申
請
免
除
制
度　

本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
前
年
中
の
所
得
が
基
準
額
以
下

の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
に
よ

り
全
額
免
除
、
一
部
納
付
（
４
分
の
１
、

半
額
、
４
分
の
３
）
に
分
か
れ
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

申
請
者
の
年

齢
が
30
歳
未
満
で
、
本
人
と
配
偶
者
の

前
年
中
の
所
得
が
、
基
準
額
以
下
の
場

合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度　

詳
細
は
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。
平
成
24
年

度
分
免
除
（
平
成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25

年
６
月
ま
で
）
の
申
請
は
７
月
２
日
㈪
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
申
請
場
所　

市
役
所（
郵
送
可
）、市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
年
金
事
務
所

○
手
続
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た

は
納
付
書
、
印
か
ん

○
所
得
申
告
を
お
忘
れ
な
く　

本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
の
い
ず
れ
か
で
も
未
申

告
の
と
き
は
審
査
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
申
請
前
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
方
は
、
前
住
所
地
発
行
の
所
得
金

額
、
扶
養
人
数
が
記
載
さ
れ
た
証
明
書

か
源
泉
徴
収
票
（
平
成
24
年
度
分
）
が

必
要
で
す
。

○
失
業
し
た
方
は
特
例
の
審
査　

本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
が
平
成
23
年
３
月
31

日
以
降
に
失
業
（
退
職
）
し
た
場
合
、

失
業
者
本
人
以
外
の
方
の
前
年
所
得
で

審
査
し
ま
す
。
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

■
承
認
期
間

　

減
免
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
に
必
要
な
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
反
映
は
、免
除
・

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、一
部
納
付
（
減
額
）

の
方
は
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と

な
り
、
必
要
な
期
間
と
さ
れ
ず
、
受
給
額

に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
以
降
は
、

経
過
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
付
加
さ
れ

ま
す
。
ま
た
納
付
の
際
は
、
専
用
の
納
付

書
が
必
要
で
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
（
村
田
、
皆
川
）
内
１
８
６
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

所　得
限度額 年齢区分等 支給額

（月額）

未　満

0〜 3歳未満 15,000 円

3 歳以上
〜小学生

第 1子
第 2子 10,000 円

第 3子以降 15,000 円

中学生 10,000 円

以　上 0〜中学生 5,000 円

※所得限度額（基準）
　前年の所得で扶養親族等や児童がないとき
は 622 万円。扶養親族等や児童の数に応じ
加算。
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筑
波
大
学
と
共
同
で

　
　
　
元
気
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
筑
波
大
学
と
共
同
で
心
と
身

体
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
元
気
ア
ッ
プ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
年
齢
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。）

○
講
座
内
容　

次
の
①
～
④
を
任
意
に
組

み
合
わ
せ
て
受
講
で
き
ま
す
。

　

①
脳
と
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（
講
師 

本
山 

輝
幸
氏 
第
24

代
神
奈
川
ボ
デ
ィ
ビ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）
②
身
体
を
柔
ら
か
く
す
る
ス
ト
レ

ッ
チ
、
③
転
ば
な
い
歩
き
方
等
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
④
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
②
～
④
講

師　

藪
下
典
子
氏 

筑
波
大
学
研
究
員
、

根
本
み
ゆ
き
氏 

筑
波
大
学
大
学
院
）

○
と
き　

７
月
７
日
㈯
～
隔
週
土
曜
（
３

カ
月
間
予
定
）
の
午
前
10
時
～
正
午

※
７
月
７
日
に
か
ら
だ
年
齢
、
骨
密
度
、

血
液
、
体
力
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

○
説
明
会　

６
月
23
日
㈯
午
前
10
時

※
お
試
し
運
動
教
室
を
合
わ
せ
て
開
催

○
と
こ
ろ　

大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
山
形
清
記
念
館
）

○
定
員　

40
人
（
参
加
無
料
）

○
申
込　

６
月
15
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

に
左
記
へ

申
問
北
茨
城
元
気
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
☎
㊻
０
６
５
０
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
安
島
、
稲
川
）
☎
㊸
１
３
１
０

　

は
し
か
（
麻
し
ん
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
空
気
感
染
す
る
急
性
の
発
し
ん
性

疾
患
で
、
感
染
力
が
と
て
も
強
い
病
気
で

す
。
合
併
症
で
重
症
化
し
た
り
、
最
悪
の

場
合
は
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
病
気
で

す
が
、
治
療
法
は
な
く
、
予
防
接
種
が
一

番
の
予
防
方
法
で
す
。
忘
れ
ず
に
予
防
接

種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

２
期　

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
年
長
児
相
当
）

４
期　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ（
高
校
３
年
生
相
当
）

※
対
象
の
方
に
は
順
次
予
診
票
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
遅
く
て
も
夏
休
み
中
に
は

接
種
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
平
成
25
年
３
月
31
日
を
過
ぎ
て

し
ま
う
と
接
種
は
有
料
（
約
１
万
円
）
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
原
）☎

㊸
１
３
１
０
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麻
し
ん
、
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
の
水
産
業
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
と
復
興
を
図
る
た
め
、
北

茨
城
市
水
産
業
復
興
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

５
月
２
日
に
市
役
所
で
発
足
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
識
経
験
者
、
県
の
水
産
関

係
職
員
、
市
の
漁
業
関
係
者
な
ど
11
人
で

構
成
さ
れ
、
将
来
的
に
は
会
議
を
拡
大
し
、

農
業
や
産
業
全
般
の
復
興
を
担
っ
て
い
く

こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
の

後
、
県
か
ら
大
津
、
平
潟
の
両
漁
港
の
復

旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
学

識
経
験
者
代
表
で
東
京
大
学
特
任
教
授
の

中
川
聰
氏
か
ら
、
風
評
被
害
を
払
し
ょ
く

し
な
が
ら
、
安
全
な
魚
を
提
供
で
き
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
産
業
の
復
興
を
図
る

　
　
北
茨
城
市
水
産
業
復
興
委
員
会
が
発
足

　食中毒は、気温が高くなる初夏から晩秋に
かけて増加します。食中毒を予防するために
は、６つのポイントを確実に実行することが
大切です。
①食品の購入　新鮮なものや、消費期限を

確認して購入
②家庭での保存　持ち帰ったらすぐに冷蔵

庫や冷凍庫で保存
③調理の下準備　手を洗う、清潔な調理器

具を使う
④調理　手を洗う、十分に加熱する
⑤食事　手を洗う、室温で長く放置しない
⑥残った食品　清潔な器具・容器で保存し、

食べるときは再加熱する
※病原性大腸菌Ｏ１５７は、室温で１５分～
２０分程度で２倍に増えます。加熱の際の目
安は、食品中心部の温度が７５度で１分以上
です。
問日立保健所 衛生課　　☎ 0294-22-4188
　保健センター　　　　　　　 ☎ 43-1310

食中毒にご注意ください食中毒にご注意ください食中毒にご注意ください
家庭でできる食中毒予防の
６つのポイント（厚生労働省）
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５
月
か
ら
内
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
佐
藤
勝
久
で
す
。
専
門
は
消
化
器
内

科
で
、
内
視
鏡
検
査
を
得
意
と
し
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
大
腸
内
視
鏡

検
査
と
い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
痛
く

て
苦
し
く
て
、
二
度
と
や
り
た
く
な
い

検
査
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
か
ら
無
送
気
軸
保
持

挿
入
法
と
い
う
、
内
視
鏡
か
ら
の
空
気

を
出
来
る
だ
け
入
れ
な
い
で
、
腸
の
奥

ま
で
挿
入
し
て
い
く
と
い
っ
た
特
殊
な

方
法
を
会
得
し
、
痛
み
の
少
な
い
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
目
指
し
て
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
怖
が
ら
ず
に
、
一
度
、

私
の
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
残
念
な
が
ら
、
癌
を

予
防
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
検
査

を
受
け
て
、
早
期
発
見
し
早
期
に
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
、
肝
要
と
考
え
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院　

☎
㊻
１
１
２
１

内　科

佐藤 勝久医師

市
立
総
合
病
院

佐
藤
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

北茨城市立総合病院の診療体制 平成 24 年５月 21 日現在
診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田・佐藤
植草

瀬田
横谷

澁木
横谷

渡邉・佐藤
植草

瀬田・佐藤
永田（第１・第３） 当番制

可予約 藤枝 藤枝 永田 澁木 藤枝
渡邉 佐藤

午後 予約 藤枝・瀬田
佐藤・植草

藤枝・瀬田
横谷 永田 澁木・佐藤

植草
藤枝・瀬田
佐藤・渡邉 −

循環器内科
午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤※3

山尾
三橋（6/2） 可

午後 − − − − 非常勤※3 − 可

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤※4
（第２・４） − −

外 科 午前 小出
長塚

当番制
田渕（第 2・3・5）

目黒
小池

宇佐美
小池

小出
目黒 小池 可

産 婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池

可
午後 小池 − − − − −

眼 科 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

予約外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − 黒田※5 − − −

−
午後 − − 黒田※5 − − −

脳神経外科
午前 金子 − 布施 − − 金子

−
午後 金子 − 布施 − − −

整 形 外 科
午前 非常勤 非常勤 非常勤 井上

非常勤 非常勤 土屋
（第 1・3 のみ）

−
午後 非常勤 非常勤 非常勤 井上

非常勤 非常勤 −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番制 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
午前 西原 西原 西原 伊藤

吉田（第 1・3） 西原 西原
可

午後 西原 西原 西原 伊藤
吉田（第 1・3） 西原 −

震災こころの
ケ ア 外 来 午後※6 − 非常勤 − − 非常勤 − −

※１　午前の一般受付は１１時までです。午後の受付時間は診療科によって異なりますのでお問い合わせください。
※２　土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）	
※３　循環器科は毎週金曜日、筑波大学又は茨城県立中央病院の医師による診療となります。		 	
※４　呼吸器科は第２・４金曜日午前中、茨城県立中央病院の医師による診療となります。
※５　泌尿器科の診療は、毎週木曜日から毎週水曜日に変更となります。
※６　震災こころのケア外来は予約制です。初診の際にも予約が必要です。予約は整形外科外来でお受けします。（内線２３３）
※７　内科は６月から細村幹夫医師が赴任します。それに伴い担当医師が変更になる場合があります。

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６−１１２１　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）
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「北茨城市民夏まつり」「北茨城市民夏まつり」「北茨城市民夏まつり」参 加 者 募 集
　～みんなでつくり・みんなでおどる・みんなのまつり～をサブテーマに「北茨城市民夏まつり」を今年も
開催します。当日は市民踊りをメインに、打ち上げ花火のほか多くの皆さんが参加できる楽しい催しを予定
しています。
　実行委員会では、下記のイベントに参加し、お祭りを盛り上げていただける方を募集いたします。

※みんなが気軽に参加できるゲームやコンテストを数多く計画しております。ご家族や仲間でお気軽にご
参加ください。また、開催にあたり、寄付も受け付けています。詳細は下記へお問い合わせください。
　　商工観光課内　市民夏まつり実行委員会事務局（樫村、松川）　　　　３６３

と　　き
と こ ろ
募集内容

８月19日㈰ 午前10時～午後8時30分
磯原駅周辺（駅西大通り、駅東公園など）
①～④のイベントの参加者を募集します。

〒郵便局

スーパー

薬局ビル

駅前広場

常陽銀行

②赤い靴通り
メイン
ステージ

JR磯原駅

③ふれあい公園
←水戸 いわき→

④

①

①

 ③アコースティックコンサート
　グループ、個人10組程度募集します。

申問 内

①市民踊り
市民夏まつりのメインです。企業、学校、子ども会、各種団体、
友人等のグループでご参加ください。振り付けは、基本のＤＶＤを
貸し出します。
※応募状況によりコンテスト開催も検討中です。
市民みこし・子供みこし・地域みこし
市民みこし、子供みこしの担ぎ手や、地域みこしの参加団体を募
集します。

④フリーマーケット
　フリーマーケットに出店しませんか。

②うまいもん横丁（物販）出店者
　飲食物の出店団体を募集します。
　出店予定場所は、赤い靴通りを予定して
　います。
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さ
わ
や
か
な
風
が
薫
る
５
月
５
日
、

花
園
神
社
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
市
指

定
文
化
財
の
「
さ
さ
ら
舞
い
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
境
内
や
参
道
は
多
く
の
行
楽
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
舞
い
の
起
源
は
平
安
中
期
、

源
頼
義
・
義
家
父
子
が
戦
勝
祈
願
の
た

め
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
山
形
昌
弘
君
（
中

１
）、
松
川
兵
伍
君
（
小
４
）、
山
形
碧

君
（
小
３
）
の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
角

２
本
の
親
獅
子
、
寄
獅
子
、
角
１
本
の

牝
獅
子
の
獅
子
頭
を
ま
と
い
、
お
囃
子

の
音
色
に
合
わ
せ
、
勇
壮
な
舞
い
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
29
日
、
ま
だ

桜
の
残
る
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
で
「
ふ
る

さ
と
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
森
の
コ
ン

サ
ー
ト
と
題
し
て
市
内
外
の
バ
ン
ド
演

奏
や
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
等
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
農
産
・
水
産
物
加

工
品
や
ど
ぶ
ろ
く
、
花
苗
、
飲
食
物
等

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
そ
ば
打
ち
や
ピ
ザ

焼
き
体
験
、
竹
細
工
体
験
や
ウ
サ
ギ
と

ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ
ー
等
の
参
加
体
験

型
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
訪
れ
た
お
客
さ

ん
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
市
内
の
３
つ
の
合
唱
団

と
、
姉
妹
都
市
長
野
県
中
野
市
の
晋
平

少
年
少
女
合
唱
団
が
出
演
し
た
合
唱
コ

ン
サ
ー
ト
が
精
華
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
長
野

県
に
所
縁
の
あ
る
土
浦
市
在
住
の
鈴
木

俊
勝
さ
ん
が
両
市
の
橋
渡
し
と
な
り
、

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

野
口
雨
情
、
中
野
晋
平
な
ど
両
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
詞
家
・
作
曲
家
の
作

品
を
中
心
に
約
40
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
出
演
者
と
お
客
さ
ん
も

含
め
た
会
場
全
員
で
「
七
つ
の
子
」
や

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

勇
壮
華
麗
な
舞
い
を
奉
納

花
園
神
社
の
さ
さ
ら
舞
い

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
で
ふ
る
さ
と
市

友
好
と
復
興
へ
の
想
い
を
歌
に
の
せ
て

広報　きたいばらき　6月号　10
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み
ん
な
で
楽
し
く
農
業
体
験

　

５
月
17
日
、
華
川
町
公
民
館
水
沼
分

館
で
明
徳
小
学
校
の
５
年
生
27
人
が
農

業
体
験
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
指
導
員
の
山
形
雄

一
さ
ん
の
説
明
を
受
け
た
後
、
１
人
ず

つ
交
代
し
な
が
ら
ク
ワ
を
使
っ
て
み
ん

な
で
畑
の
う
ね
作
り
を
行
い
、
そ
の
後

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
ま
き
と
ス
イ
カ

の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
見
た
こ
と
は
有
っ
て
も
自
分

で
や
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
作
業
で
し

た
が
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
み

ん
な
で
丁
寧
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
植
え
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
か

ら
夏
の
収
穫
と
試
食
が
楽
し
み
な
様
子

で
し
た
。

　

４
月
21
日
、
市
民
体
育
館
で
北
茨
城

市
か
ら
10
チ
ー
ム
、
い
わ
き
市
か
ら
８

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
よ
る
交
流
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
を
受
け
た
両
市
の
復
興
の
一
助
と
し

て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
よ
る
交
流

に
よ
り
友
好
の
絆
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
Ｊ
Ｂ
Ｌ
日
立
電
線

ブ
ル
ド
ッ
グ
ス
の
選
手
や
コ
ー
チ
を
指

導
者
に
招
い
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
わ
れ
、

子
供
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

５
月
12
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
「
ま
な
び
す
と
の
集
い

２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
称

号
授
与
式
で
は
平
成
23
年
度
の
ま
な
び

す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
者
の
皆
さ
ん

が
、
取
得
単
位
数
に
応
じ
、「
名
人
・

達
人
・
才
人
」の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
筑
波
大
学
准
教
授
の
白

井
哲
哉
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
震
災
の

被
害
か
ら
文
化
財
・
歴
史
資
料
を
守
る

た
め
に
」
と
い
う
演
題
の
講
演
会
が
行

わ
れ
、
皆
さ
ん
は
、
震
災
の
被
害
を
受

け
た
文
化
財
の
保
存
や
修
復
・
調
査
に

つ
い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

日
頃
の
生
涯
学
習
へ
の

取
り
組
み
を
称
え
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
友
好
の
絆
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市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

第26回市民ゲートボール大会 6月 7日 第56回市民バスケットボール大会（高校・一般）10月 7日、14日
第 33回市民ゴルフ大会 6月 10日 市民あるく会 10月 8日
防犯柔剣道大会（剣道） 7月 1日 学童野球大会 10月 20日、21日
第 40回市長杯ママさんバレーボール大会 7月 8日 第 39回市民ママさんバレーボール大会 10月 21日、28日
第 36回市長杯お父さんソフトボール大会 7月 8日 第 22回市長杯ゲートボール大会 10月 22日
第 56回市民卓球大会 7月 22日 第 21回市長杯クロッケー大会 10月 24日
第 35回市民ソフトボール大会 7月 22日、29日 第 30回市民テニス大会 10月 28日

第 62回磯原杯近県ソフトテニス大会 7月 28日 第 56回市民サッカー大会（一般）
11 月 4 日、11 日、
18日、25日

トスボール教室 8月 4日 第 56回市民剣道大会 11月 10日

第 36回市長旗学童野球大会 8月 4日、5日 中学校野球選抜対抗戦
11 月 10 日、11 日、
17日、18日

第 56回市民弓道大会 8月 5日 スポ少交流大会 11月 17日
第 56回市民６人制バレーボール大会 8月 5日 第 50回北茨城駅伝大会 12月 2日
第 56回市民柔道大会 8月 19日 第 29回県民駅伝 12月 9日
カローリング・ユニカール教室 9月 2日 第 56回市民サッカー大会（中学） 12月 15日
第 52回市長旗争奪野球大会 9月 9日、16日、23日 第 56回市民バスケットボール大会（中学）12月 16日
第 20回市民クロッケー大会 9月 26日 第 39回市民マラソン大会 1月 20日
第 29回市民ミニ・バスケットボール大会 9月 30日 北茨城近県剣道大会 2月 24日
秋季ゲートボール大会 10月 5日、19日 第 33回市民居合道大会 3月 2日
第 20回市長杯少年サッカー大会 10月 6日 ※日程等は変更になることがあります。
※４月上旬に各家庭に配布した、「北茨城市まなびすとアカデミー入学案内」の４ページ【スポーツ】欄に誤りがありました、訂正してお詫びいたします。

平成 24 年度 スポーツカレンダー

■
市
民
卓
球
大
会

○
と
き　
７
月
22
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
７
月
６
日
㈮

○
部
門　

中
学
、
高
校
、
一
般
、

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
１
２
０
ダ

ブ
ル
ス
（
55
歳
以
上
の
ペ
ア
で

合
計
１
２
０
歳
以
上
）

申
問
北
茨
城
卓
球
連
盟
（
山
川
）

☎
・

㊸
０
９
４
８

■
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
と
き　
７
月
22
日
㈰
、
29
日
㈰

○
と
こ
ろ　

石
岡
ス
ポ
ー
ツ
広
場

○
申
込
締
切　
７
月
６
日
㈮

○
代
表
者
会
議　
７
月
10
日
㈫
市

役
所
４
階
会
議
室

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
）	

内
４
２
１

■
市
民
弓
道
大
会

○
と
き　
８
月
５
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
弓
道
場

○
申
込
締
切　
７
月
20
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
）	

内
４
２
１

■
市
民
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
と
き　
８
月
５
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
７
月
20
日
㈮

○
代
表
者
会
議　
７
月
24
日
㈫
市

役
所
４
階
会
議
室

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
）	

内
４
２
１

■
初
心
者
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

○
対
象　

小
学
３
～
６
年
生

○
日
時　
８
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

（
４
日
、
５
日
は
休
み
）、
午

後
３
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
（
関
南
町
）

○
参
加
費　
８
０
０
円（
保
険
料
）

○
申
込　
７
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
鳥
居
）	

内
４
２
１

■
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海

洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
交
流
会

　

各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
た

ち
と
、
テ
ン
ト
に
宿
泊
し
、
ゲ
ー

ム
や
水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
水
辺

の
安
全
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

小
学
５
～
６
年
生

○
募
集
人
数　

２
人
（
申
込
者
多

数
の
場
合
抽
選
）

○
日
時　
７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

○
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
冒
険
活
動

セ
ン
タ
ー
、
鬼
怒
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク

○
参
加
費　
４
０
０
０
円
（
食
費
、

教
材
費
、
宿
泊
費
）

○
申
込
締
切　
６
月
25
日
㈪

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
鳥
居
）	

内
４
２
１
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中郷中学校　サッカー部

より高い目標に向け、みんなで団結
　中郷中学校サッカー部は、３年生 10 人、２
年生 11 人、４月下旬に入部したばかりの１年
生 10 人の部員 31 人と顧問の近藤雄二郎先生、
伊藤義隆先生で活動しています。
　昨年の新人戦では、最終戦で敗れてしまい、
県北大会出場を逃すという悔しい思いをしたた
め、今年の総体では、県北大会で優勝して県大
会出場することを目標に練習しています。
　キャプテンの川井智也さんにチームの特徴に
ついて伺うと「攻守のバランスが良いチームで
す。試合の時はそれぞれの長所を活かしてプレ
ーしていますが、練習の時はみんなでまとまっ
て同じ練習をしています。」と話してくれまし
た。川井さんは、自
分が引っ張るタイプ
ではないとのことで
すが、先生方の熱心
な指導や、チームの
みんなの協力により、
キャプテンとして苦
労していることは無
いそうです。
　顧問の近藤先生にお話を伺うと「今年度にな
ってから、徹底的に基礎から鍛えなおしていま
す。みんなが素直に話を聞き、真剣に取り組ん
でくれたため、ここ最近は激変と言うほどの成
長を感じています。どこまで伸びてくれるか楽
しみですね。」と手応えを語ってくれました。

北
茨
城
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

―
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
本
や

新
聞
な
ど
の
文
字
情
報
を
読
み
上
げ
て
、

テ
ー
プ
に
録
音
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

―
い
つ
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
か

　

昭
和
61
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
年

で
26
年
目
。
現
在
は
12
人
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　

月
１
回
、
市
広
報
紙
の
読
み
上
げ
と

テ
ー
プ
へ
の
吹
き
込
み
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、

１
回
の
吹
き
込
み
に
は
だ
い
た
い
半
日

以
上
か
か
り
ま
す
。

―
ど
こ
で
活
動
し
て
い
ま
す
か

　

機
材
を
設
置
で
き
て
、
か
つ
、
静
か

な
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
録
音
が
行
え
な

い
の
で
、
場
所
の
確
保
に
は
苦
労
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
市
視
聴
覚
指
導
員
の

神
田
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
市
立
図
書

館
３
階
の
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

何
度
も
読
ん
で
頭
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
い
ざ
声
に
出
し
て
み
る
と
間
違

え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
大
変
で

す
。
ま
た
、
表
や
絵
な
ど
の
文
字
以
外

の
情
報
を
声
で
伝
え
る
方
法
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
や
抱
負
は

　

お
互
い
の
で
き
る
こ
と
を
負
担
に
な

ら
な
い
限
り
で
協
力
し
な
が
ら
活
動
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

ま
ま
継
続
し
て
活
動
し
て
行
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
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行
政
書
士
無
料
相
談

各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
。
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

や
、
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
７
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
６

月
27
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

広
報
広

聴
係
（
鈴
木
）　　
　

内
１
９
１

〈
大
腸
が
ん
検
診
〉

　

特
定
健
診
会
場
と
保
健
セ
ン
タ

ー
で
大
腸
が
ん
検
診
の
受
付
（
検

査
容
器
の
配
布
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
配
布
日
時
・
場
所

①
特
定
健
診
会
場　

６
月
29
日
㈮

ま
で　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※
会
場
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
15
頁

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
北
部
地

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。
土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
茨
城
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

幼
児
教
育
相
談
室

子
育
て
支
援
講
座

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
式

ご
夫
婦
に
ほ
う
状
等
を
贈
呈

　

北
茨
城
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
制
の
映
画
上
映
会
で
、
現
在
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
上
映
は

６
月
か
ら
で
、
今
年
度
は
５
回
実

施
し
ま
す
。
上
映
会
に
来
て
、
そ

の
場
で
会
員
登
録
（
有
料
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

第
２
回
上
映
会

○
と
き　
６
月
24
日
㈰　

午
前
10

時
～
、
午
後
１
時
～
、
３
時
30

分
～
（
３
回
）

○
上
映
作
品
「
お
と
う
と
」

○
会
費　
３
千
円
（
５
回
分
）

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
、
荒
川
）
内
４
３
１

　

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
、
疲
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
た

め
、
明
日
か
ら
の
子
育
て
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
よ
う
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
７
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

檜
山 

光
男 

氏
（
元
ひ

た
ち
な
か
市
教
育
研
究
所 

教

育
相
談
員
）

○
そ
の
他　

保
育
あ
り
（
お
連
れ

の
お
子
さ
ん
を
ス
タ
ッ
フ
が
保

育
し
ま
す
。）

問
学
校
教
育
課 

指
導
係

（
磯
辺
）
内
４
４
１

○
対
象　

次
の
期
間
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
ご
夫
婦

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚　

昭
和
27
年

１
月
１
日
～
12
月
31
日

・
金
婚　

昭
和
37
年
１
月
１
日
～

12
月
31
日

○
受
付
期
間　
６
月
18
日
㈪
か
ら

７
月
31
日
㈫
ま
で
（
土
日
祝
日

を
除
く
）

※
記
念
品
等
の
贈
呈
は
10
月
中
旬

こ
ろ
で
す
。

○
申
込
方
法　

印
鑑
、
戸
籍
謄
本

を
持
参
し
、
高
齢
福
祉
課
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

（
神
長
）
内
１
２
２

募  

集

案  

内

○
と
き　
７
月
10
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
15
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。

　

７
月
３
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

広
報
広

聴
係
（
鈴
木
）　　
　

内
１
９
１
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市
民
普
通
救
命
講
習
会

　

心
筋
梗
塞
な
ど
、
突
然
の
発
作

で
倒
れ
た
方
に
、
素
早
く
応
急
処

置
が
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
７
月
29
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

市
消
防
署
（
講
堂
）

○
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
服
装　

動
き
や
す
い
服
装
で

　
（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

申
問
消
防
署 
救
急
係
（
神
白･

小
柳
）　　
　
　

☎
㊷
０
１
６
１

北
部
分
署 

救
急
係
（
星･

根
本
）

☎
㊻
１
９
１
９

区
の
会
場
で
の
配
布
は
９
月
に
な

り
ま
す
。

②
保
健
セ
ン
タ
ー　

９
月
19
日
㈬

ま
で
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
満
40

歳
以
上
に
な
る
方

○
料
金　
５
０
０
円

※
容
器
配
布
時
に
徴
収
し
ま
す
。

○
回
収　

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

特
定
健
診
会
場
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
日
と
時
間
は
配

布
時
に
指
定
し
ま
す
。

〈
子
宮
が
ん
（
集
団
）
検
診
〉

　

検
診
車
を
設
置
し
て
実
施
す
る

集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
申
込
期
間　
６
月
25
日
㈪
～
７

月
13
日
㈮
（
土
日
を
除
く
）

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
満
20

歳
以
上
に
な
る
方

○
料
金　
１
０
０
０
円

※
当
日
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。

○
検
診
期
間

　

９
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮

○
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
か
直
接
申
し
込
み

※
申
込
者
に
受
診
日
、
受
診
場
所

を
指
定
し
た
問
診
票
を
送
付
し
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
受
診
し
た
方

に
も
問
診
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
花
園
）

☎
㊸
１
３
１
０

情
報
B
O
X

■
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　

更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
お
持
ち
の
一
般
特
定
疾
患

医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

９
月
30
日
㈰
で
す
。

　

期
限
を
経
過
す
る
と
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
医
療
費
の
助
成
が
必
要

な
方
は
、
日
立
保
健
所
で
更
新
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
更
新
受
付
期
間

　

８
月
31
日
㈮
ま
で

問
日
立
保
健
所 

保
健
指
導
課

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
６

■
大
好
き
い
ば
ら
き

　

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
（
高
校
は
除
く
）
の
25
年

３
月
卒
業
予
定
者
や
既
卒
者
の
方

を
対
象
に
、
就
職
面
接
会
（
前

期
）
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料

で
、
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

○
と
き　
６
月
20
日
㈬　

プ
レ
セ

ミ
ナ
ー
（
午
前
11
時
～
）、
面

接
会
（
午
後
１
時
～
４
時
）

○
と
こ
ろ

　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

○
そ
の
他　

県
内
企
業
約
１
２
０

社
が
参
加
予
定
。
履
歴
書
を
複

数
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
４
５

■
い
ば
ら
き
看
護
職
合
同
進
学
・

　

就
職
説
明
会
（
第
５
回
）

　

㈳
茨
城
県
看
護
協
会
で
は
看
護

職
の
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
30
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

○
と
こ
ろ　

茨
城
県
看
護
協
会

　
（
水
戸
市
緑
町
３
‐
５
‐
35
）

○
対
象　

高
校
生
、
看
護
職
を
め

ざ
す
方
、
看
護
学
生
、
再
就
職

を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

○
内
容　

求
人
情
報
提
供
、
看
護

職
進
学
相
談
、
茨
城
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
登
録
就
職
相
談
な
ど

○
そ
の
他　

参
加
無
料
、
求
職
者

の
事
前
申
込
・
予
約
不
要
、
入

退
場
自
由

問
㈳
茨
城
県
看
護
協
会
・
茨
城

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
６
９
０
０

■
平
成
24
年
度

　

税
務
職
員
採
用
試
験

○
受
験
資
格　

高
校
か
中
等
教
育

学
校
を
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

で
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
か
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

○
申
込
期
間　

原
則
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
と
な
り
ま
す
。

６
月
26
日
㈫
午
前
９
時
開
始
～
７

月
５
日
㈭
受
信
分

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

な
い
と
き
は
７
月
２
日
㈪
～
10
日

■
県
消
防
設
備
協
会
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た

　

５
月
14
日
、
㈳
茨
城
県
消
防

協
会
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

３
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
へ
の
配
布
と
設
置

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
（
松
川
）

☎
㊷
０
１
６
１
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㈫
消
印
有
効

○
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

問
日
立
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
６
３
４
６

■
平
成
24
年
度
前
期

　

消
防
設
備
士
試
験
の
ご
案
内

○
と
き　
９
月
９
日
㈰
（
後
期
試

験
は
平
成
25
年
３
月
２
日
）

○
会
場　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
）

○
申
込
方
法　

願
書
は
市
消
防
本

部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
電

子
申
請
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

書
面
申
請 

７
月
６
日
～
23
日

　

電
子
申
請 

７
月
３
日
～
20
日

○
申
込
先
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
25
県

開
発
公
社
ビ
ル
４
階
㈶
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
茨
城
県
支
部

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
１
１
５
０

電
子
申
請
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

問
消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

（
小
松
）
☎
㊷
７
１
４
２

■
茨
城
県
調
理
師
試
験

○
と
き　
８
月
18
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
会
場　

筑
波
大
学

○
申
込　
７
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
５
時　

日
立
保
健
所
に
持
参

※
郵
送
不
可
、
県
内
の
他
保
健
所

で
も
受
付
可

○
願
書
配
布　

①
５
月
14
日
㈪
か

ら
県
内
の
各
保
健
所
で
配
布
、

②｢

調
理
師
試
験
受
験
願
書
希

望｣

と
朱
書
き
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

型
２
号
で
送
付
先
記
入
）
を
同

封
し
、
左
記
ま
で
郵
送
で
請
求
。

申
問
〒
３
１
７
‐
０
０
６
５

日
立
市
助
川
町
２
‐
６
‐
15

日
立
保
健
所 
衛
生
課

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
０

■
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
悩
み
を
持
っ

た
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
期
間

　

６
月
25
日
㈪
～
７
月
１
日
㈰

○
相
談
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
水
戸
地
方
法
務
局

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
親
子
で
学
ぶ
水
産
・
海
洋
教
室

○
と
き　
７
月
23
日
㈪
、
24
日
㈫
、

25
日
㈬

○
と
こ
ろ　

県
立
海
洋
高
等
学
校
、

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
水
族
館

（
現
地
集
合
、
現
地
解
散
）

○
対
象　

沿
岸
地
区
の
小
学
５
年

～
中
学
３
年
の
児
童
生
徒
と
保

護
者
（
水
産
関
係
者
の
児
童
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
募
集　

各
日
と
も
20
組
40
人

（
親
子
２
人
で
１
組
）

　

23
日
、
24
日
は
小
学
生
の
親
子
、

25
日
は
中
学
生
の
親
子

○
内
容　

水
産
加
工
実
習
や
体
験

乗
船
、
海
洋
観
測
、
水
族
館
見

学
な
ど

○
参
加
費　
１
組
３
千
円
（
入
館

料
、
保
険
、
夕
食
代
な
ど
）

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
参

加
希
望
日
（
第
２
希
望
が
あ
る
と

き
は
そ
の
旨
）、
参
加
者
全
員
の

氏
名
、
年
齢
、
子
の
学
校
名
、
保

護
者
の
住
所
、
電
話
、
水
産
業
関

係
親
族
の
有
無
な
ど
を
記
入
し
左

記
に
郵
送
。
応
募
は
は
が
き
１
枚

の
み
と
し
ま
す
。

○
申
込
期
限　
７
月
６
日
㈮
ま
で

申
問
〒
３
１
１
‐
１
２
０
３

ひ
た
ち
な
か
市
平
磯
町
三
ツ
塚
３

５
５
１
‐
８
県
水
産
試
験
場 
経

営
普
及
室

☎
０
２
９
‐
２
６
２
‐
４
１
７
９

■
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　

不
正
栽
培
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
不
正
栽
培
や
自
生
し

て
い
る
大
麻
を
発
見
し
た
時
は
、

保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し
の
特
徴

①
５
～
６
月
頃
、
10
㌢
メ
ー
ト
ル

程
度
の
一
重
ま
た
は
八
重
の
花

を
咲
か
せ
る
。

②
花
の
色
は
主
に
赤
、
紫
、
白
。

③
花
期
が
終
わ
る
と
長
円
形
や
円

形
の
大
き
な
さ
く
花
（
け
し
ぼ

う
ず
）
を
つ
け
る
。

④
高
さ
１
～
１
．
５
㍍
に
達
す
る

も
の
も
あ
り
、
植
え
て
良
い
ひ

な
げ
し
、
お
に
げ
し
等
と
比
べ

て
頑
丈
な
感
じ
が
す
る
。

⑤
全
体
に
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
ろ
う

質
が
付
着
し
て
い
て
、
ほ
と
ん

ど
毛
が
な
い
。

⑥
葉
は
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に

つ
い
て
い
る
。

問
日
立
保
健
所

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
０

■
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が

　

７
月
１
日
か
ら
全
面
施
行

　

男
女
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
で
き
る
働
き
方
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
平
成
21
年
に
育
児
・
介

護
休
業
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
適

用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
従
業
員

１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
の
方
も

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未
来
が
あ
る

「
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
制
度
」

や
「
所
定
外
労
働
の
制
限
」、「
介

護
休
暇
」
の
各
制
度
が
適
用
さ
れ

る
た
め
、
就
業
規
則
や
労
使
協
定

の
改
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局 

雇
用
均
等
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
８
８

■
労
働
保
険　

年
度
更
新
の
申
告

　

と
納
付
は
７
月
10
日
ま
で

　

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
特
例
措
置
で
申
告
期
限
が
延
期

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
通
常

ど
お
り
７
月
10
日
㈫
ま
で
が
更
新

期
間
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
茨
城
県
労
働
局 

保
険
徴
収
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
３

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
５
月
号
に

次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①
７
頁
（
病
院
医
師
紹
介
）

　
（
誤
）
渡
邉
祐
介
医
師

　
（
正
）
渡
邉
裕
介
医
師

②
16
頁
（
日
本
赤
十
字
社
）

　
（
誤
）
関
東
大
震
災

　
（
正
）
東
日
本
大
震
災
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

6／10
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

17
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

24
いそはらクリニック
☎ 30-1580（磯原町）

7／1
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

8
北茨城クリニック
☎ 46-5101 ( 大津町 )

15
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

16
荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

6月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

7/1 2 3 4 5 6 7

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
6 月 27 日㈬ 午前10 時〜 11 時まで、
幼児を対象に絵本の読み聞かせや紙芝
居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館6 - June -

健　診　と　相　談

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
６月７日㈭、21 日㈭、７月５日㈭
[ 大津町公民館 ]
６月 14 日㈭、28 日㈭、７月 13 日㈮
どちらも午後１時～４時

　問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　６月 20 日㈬、７月４日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■健康いきいき体操
　【磯原会場】[ 市民ふれあいセンター ]
　６月 20 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　問生涯学習課　内４３２
■「ふれあい体操」

６月 12 日㈫、19 日㈫、26 日㈫
７月３日㈫、10 日㈫、19 日㈭
午後１時 30 分～ 4 時
市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

☆各種健診など☆各種相談など
■歯の相談（要予約）

６月 27 日㈬、７月 25 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　６月 25 日㈪、７月 18 日㈬
■４カ月児健康診査
　６月 21 日㈭、７月 19 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

６月 22 日㈮、７月 27 日㈮
午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

６月８日㈮、７月 13 日㈮　午後１時～２時受付
■２歳児歯科健診

６月７日㈭、７月５日㈭
午後１時～１時 30 分受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　６月 27 日㈬、７月 25 日㈬
　午後１時～２時受付
問保健センター　☎４３‐１３１０

●奈落の顔

●雲をつかむ話

●双頭のバビロン

●家族ずっと

●太陽は動かない

●ダヤンと恐竜のたまご

●ライオンがいないどうぶつ園

●どんぐりちゃん

●かみさまはいるいない？

●まきばののうふ

澤田ふじ子

多和田葉子

皆川　博子

森　　浩美

吉田　修一

池田あきこ

フレート・ロドリアン

アン・ドヒョン

谷川俊太郎

イルセ・プルーム

今月の納税
市
県
民
税
［
第
１
期
］

納
期
限　

７
月
２
日
㈪

６/５㈫〜 10㈰は蔵書点検のため休館
いたします。

17　広報　きたいばらき　6月号
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色とりどりに咲く大輪の花
小岩　幸吾　さん　宅（関本町）

５～６年以上前から育てているボタン。日々の
手入れは大変ですが、その甲斐もあって、この時
期になると毎年花を咲かせてくれます。今年は少
し早い開花でしたが、白、赤、ピンク、紫、黄と、
色とりどりの花が次々に咲きました。

うちのうちの

「好奇心旺盛の和心ちゃ
ん。和心ちゃんの天使ス
マイルに家族皆癒されて
いるよ。いつも笑顔あり
がとう。これからも元気
にすくすく育ってね。」

（父 順一さん 母 美恵さん） （父 優希さん 母 眞紀子さん）
（７カ月　関南町）

戸
澤

なごみ

和心 美佑

「いつも元気いっぱい
の美佑ちゃん。その笑
顔がみんなの癒しで
す。これからも美佑ち
ゃんの成長を楽しみに
しています。」

（１歳９カ月　磯原町）

み　ゆ
国
分

ち　ゃ　　ん
ち　ゃ　　ん

　
み
ず
み
ず
し
く
霧
雨
に
ぬ
れ
た
葉
の
上
で
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
た
く
さ
ん
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
の

が
カ
タ
ツ
ム
リ
。
角
を
出
し
て
進
む
姿
は
で
ん
で
ん

む
し
と
し
て
親
し
ま
れ
、
ど
こ
か
愛
嬌
が
あ
る
そ
の

姿
は
子
ど
も
の
歌
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

　
カ
タ
ツ
ム
リ
は
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
一
つ
の
個

体
に
オ
ス
と
メ
ス
の
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
カ
タ

ツ
ム
リ
に
似
た
ナ
メ
ク
ジ
と
は
背
中
の
殻
の
有
無
で

判
断
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
別
の
種
類
の
生
き
物

な
の
で
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
食
用
と
し
て
は
な
じ

み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
食
材
の
エ
ス
カ
ル
ゴ
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
有
名

な
話
で
す
ね
。

　
青
い
空
に
入
道
雲
が
浮
か
び
、
暑
い
日
差
し
が
照

り
つ
け
る
夏
の
日
が
く
る
ま
で
、
彼
ら
が
元
気
に
動

き
回
る
日
々
が
も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。

市の人口と世帯　平成 24年 5月１日現在（　）は前月比
総人口… 45,746 人 （ − 87） 出　生… 20 人 （ − 8）

男… 22,547 人 （ − 57） 死　亡… 45 人 （ − 9）

女… 23,199 人 （ − 30） 転　入… 119 人 （ 　＋ 6）

世帯数… 16,852 世帯（ ＋ 14） 転　出… 181 人 （ − 73）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
夢
来
（
む
く
）
で
す
。
お

父
さ
ん
の
お
手
製
の
「
む
く
ハ
ウ
ス
」
は
お
客
さ
ん
に

も
「
そ
っ
く
り
だ
ね
」「
お
も
し
ろ
い
ね
」
と
好
評
で
す
。

人
懐
っ
こ
く
て
好
奇
心
旺
盛
、
お
客
さ
ん
が
来
る
と
む

く
ハ
ウ
ス
か
ら
喜
ん
で
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。大津町・大和田さん宅の

（ミックス犬・オス・11 カ月）
夢来

カ
タ
ツ
ム
リ


